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取付け説明書

■取付けられる方へのお願い

●本説明書で使われているマークには以下のような意味があります。

…取付けを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想定さ
れます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注 意!

■取付け上のお願い

注　意!

■各部の名称

■部品セット

■製品寸法表

■取付け順序 ■取付け詳細

Ｗ

Ｈ

片開き・両開き用枠

部品セット同梱 部品セット同梱

片開き天袋付き･両開き
天袋付き用枠

枠

上枠

1

1

1

1

片開き

片開き天袋付き

両開き

両開き天袋付き

下枠

1

1

1

1

縦枠

2

2

2

2

中鴨居

－

1

－

1

上枠用戸当り

1

2

1

2

縦枠用戸当り

2

2

2

2

天袋縦戸当り

－

2

－

2

※把手・丁番セットは本体に同梱されています。

〔片開き用枠部品セット〕

取付け・組立てねじDN65φ3.8×65

マグネットキャッチ

丸木ねじφ3.1×13

取付け説明書

21本

2個

4本

1枚

〔両開き用枠部品セット〕

取付け・組立てねじDN65φ3.8×65

マグネットキャッチ

丸木ねじ�φ3.1×13

取付け説明書

22本

4個

8本

1枚

〔片開き天袋付き用枠部品セット〕

取付け・組立てねじDN65φ3.8×65

マグネットキャッチ

丸木ねじφ3.1×13

取付け説明書

呼　称 Ｗ

（単位mm）

片開き

　　〃

片開き天袋付き

両開き

　　〃

両開き天袋付き

27本

3個

6本

1枚

〔両開き天袋付き用枠部品セット〕

取付け・組立てねじDN65φ3.8×65

マグネットキャッチ

丸木ねじφ3.1×13

取付け説明書

28本

6本

12本

1枚

0718

0720

0722

1218

1220

1222

Ｈ

1849

2049

2249

1849

2049

2249

754

754

754

1204

1204

1204

●製品寸法表を参考にして開口部
を作成します。

※開口寸法は下記寸法で作成願い
ます。

開口（Ｈ）方向：（Ｈ）+5mm
開口（Ｗ）方向：（Ｗ）+10mm

①上戸当り・下枠に、
マグネットキャッ
チを同梱の丸木
ねじφ3.1×13で
固定します。

①上枠用・縦枠用の順で、戸当
りを取付けます。戸当りの裏
面に木工ボンド（現場手配）
を付け、専用のかくし釘をご
使用ください。

③枠を開口部に取付けます。
※かい木を下穴部分に入れます。
●釘は端部より100mm離し、
350mmピッチで接着剤と
併用して取付けてください。

A枠の組立てと取付けA枠の組立てと
　取付け

S戸当りの取付け

S戸当りの取付け

マグネット
キャッチ

丸木ねじ
φ3.1×13

上戸当り

前

後

上枠

上枠

縦枠
戸当り 縦枠

■Ｃ部詳細図

上枠用戸当り

縦枠用戸当り

上枠

縦枠

DN65ねじ
φ3.8×65（同梱）

■Ａ部詳細図
Ａ部

上枠

DNねじ65
（φ3.8×65）

縦枠

下枠

かい木

戸当り用溝

縦枠

DN65ねじ
φ3.8×65
（同梱）

■Ｂ部詳細図

上枠縦枠

下枠

上枠用
戸当り

縦枠用
戸当り

Ｃ部

〔在来用〕

呼　称 Ｗ

（単位mm）

片開き

　〃

両開き

　〃

0618

0620

1118

1120

Ｈ

1799

1999

1799

1999

734

734

1192

1192

〔2×4用〕

かい木

戸当り溝

DN65ねじφ3.8×65
（同梱）

Ｂ部

②上、下枠と縦枠を、
DN65ねじφ3.8×
65で止めて枠組みし
ます。

●縦枠の躯体取付け
ねじは、必ずすべて
の穴位置に止めてく
ださい。枠の固定が
不十分な場合、扉が
脱落するおそれが
あります。

　注　意!

●縦枠の躯体取付けねじは、必ずすべての穴位置に止めてください。枠の固定が不十分な場合、扉が
脱落するおそれがあります。

●ねじは下穴加工位置で止めてください。下穴がないと枠材に割れが発生するおそれがあります。
●造作材・建具枠の下地材は、必ず乾燥材（含水率20％以下）を使用してください。湿潤材は使用しないでください。
●壁内の通気が悪く、内部結露が発生するおそれがある場合は、防水処理をしてから施工してください。
●枠の組立て後、ねじれ・引っ張りなど無理な力を加えないでください。破損するおそれがあります。
●造作材・建具枠と柱・間柱・まぐさとの間には必ずすき間をつくり、かい木を入れてください。かい木は、合板などの乾燥材を使用し、湿
潤材は使用しないでください。

●造作材・建具枠をコンクリートやモルタル（床面）に直付けしないでください。やむを得ず直付けする場合は、造作材・建具枠小口と床
面の間に、必ず防水処理をしてください。

●本製品のねじ締付け時には、クラッチ付ドライバーを使用してください。締付けトルクが強すぎると、ねじが空転したり、ねじの頭がと
んだり、つぶれる場合があります。

●本製品の組立て・施工時には、同梱の指定ねじを使用してください。他のねじを使用すると、部品・部材の脱落や、枠の垂下がり・ゆが
みなどの原因となります。（本説明書内で「現場手配」と記されている場合は除きます。）
●枠取付けの際、水準器・下げ振りなどで水平・垂直が出ているか確認した後、取付けてください。
●造作材・建具枠を取付ける時は、必ず接着剤を併用してください。
　かい木を使用する場合は、かい木の両面に接着剤を塗布してください。
●現場で使う接着剤は、「F★★★★」又はノンホルムタイプを使用してください。

和襖開き戸枠リビング建材 SLシリーズ

■納まり図

■縦断面図 ■横断面図（片開き）

■横断面図（両開き）

■横断面図（片開き）

■横断面図（両開き）
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■縦断面図（天袋付き）
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●この説明書は、必ず施工される方にお渡しください。

●縦枠の丁番取付け用
下穴と下枠のマグネッ
トキャッチ取付け用下
穴が手前側（室内側）
になるように組立て
てください。

お願い

下枠

前

後

長い

短い

A2size（594×420）
MAK-550校正者：梶原 11.28

2校 制作会社：東京江馬
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片開き・両開き用枠

部品セット同梱 部品セット同梱

片開き天袋付き･両開き
天袋付き用枠

枠

上枠

1

1

1

1

片開き

片開き天袋付き

両開き

両開き天袋付き

下枠

1

1

1
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2

2
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－

1
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※把手・丁番セットは本体に同梱されています。

〔片開き用枠部品セット〕
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マグネットキャッチ

丸木ねじφ3.1×13
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21本

2個
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●製品寸法表を参考にして開口部
を作成します。

※開口寸法は下記寸法で作成願い
ます。

開口（Ｈ）方向：（Ｈ）+5mm
開口（Ｗ）方向：（Ｗ）+10mm

①上戸当り・下枠に、
マグネットキャッ
チを同梱の丸木
ねじφ3.1×13で
固定します。

①上枠用・縦枠用の順で、戸当
りを取付けます。戸当りの裏
面に木工ボンド（現場手配）
を付け、専用のかくし釘をご
使用ください。

③枠を開口部に取付けます。
※かい木を下穴部分に入れます。
●釘は端部より100mm離し、
350mmピッチで接着剤と
併用して取付けてください。

A枠の組立てと取付けA枠の組立てと
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上枠
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②上、下枠と縦枠を、
DN65ねじφ3.8×
65で止めて枠組みし
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ださい。枠の固定が
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●本製品のねじ締付け時には、クラッチ付ドライバーを使用してください。締付けトルクが強すぎると、ねじが空転したり、ねじの頭がと
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●枠取付けの際、水準器・下げ振りなどで水平・垂直が出ているか確認した後、取付けてください。
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■縦断面図（天袋付き）
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●この説明書は、必ず施工される方にお渡しください。
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